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全
国
市
議
会
議
長
会
指

定
都
市
協
議
会
（
会
長
＝

岩
井
雅
夫
千
葉
市
議
会
議

長
）
は
２
月
9
日
か
ら
15

日
に
か
け
て
行
っ
た
要
望

に
引
き
続
き
、
2
月
18
日

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

緊
急
要
望
」
を
行
っ
た
。

【
要
望
先
】

坂
井
学
内
閣
官
房
副
長

官
、
山
本
博
司
厚
生
労
働

副
大
臣

【
要
望
活
動
参
加
市
】

岩
井
雅
夫
会
長
（
千
葉

市
議
会
議
長
）、
横
山
正

人
委
員
（
横
浜
市
会
議

長
）、中
村
昌
治
委
員
（
相

模
原
市
議
会
議
長
）、
渋

谷
佳
孝
委
員
（
さ
い
た
ま

市
議
会
議
長
）

坂井内閣官房副長官（中央）

山本厚生労働副大臣（中央）

新
型
新
型
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
対
策
対
策

指
定
都
市
協
議
会

指
定
都
市
協
議
会

緊急
要望

第第
１
５
４

１
５
４
回
地
方
財
政
委
員
会

回
地
方
財
政
委
員
会

要
望
結
果
を
了
承

要
望
結
果
を
了
承

経
費
を
除
く
交
付
団
体
ベ
ー

ス
で
実
質
前
年
度
比
０
・
２

兆
円
増
の
62
・
０
兆
円
が
確

保
さ
れ
た
。
地
方
交
付
税
総

額
は
出
口
ベ
ー
ス
で
前
年
度

比
０
・
９
兆
円
増
の
17
・
４

兆
円
。
臨
時
財
政
対
策
債
は

増
額
が
可
能
な
限
り
抑
制
さ

れ
、
前
年
度
比
２
・
３
兆
円

増
の
５
・
５
兆
円
と
な
っ
た
。

固
定
資
産
税
は
、
前
年
度

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
金
子
義
彦
美
唄
市
議
会

議
長
）
は
２
月
17
日
、
第
１

５
４
回
委
員
会
を
書
面
開
催
。

要
望
結
果
や
申
し
送
り
事
項

に
つ
い
て
了
承
・
決
定
し
た
。

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事

項
で
は
、
①
地
方
税
財
政
②

地
方
債
計
画
③
地
方
公
営
企

業
④
国
庫
補
助
負
担
金
―
に

関
す
る
項
目
に
つ
い
て
次
年

度
も
引
き
続
き
要
望
す
る
必

要
が
あ
る
と
決
定
。
令
和
２

年
度
の
要
望
結
果
で
は
、
①

地
方
税
財
政
②
地
方
債
計
画

③
地
方
公
営
企
業
―
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

①
に
つ
い
て
令
和
３
年
度

地
方
財
政
計
画
で
は
、
一
般

財
源
総
額
に
つ
い
て
水
準
超

比
２
０
６
７
億
円
減
の
９
兆

６
２
８
億
円
。
生
産
性
革
命

の
実
現
に
向
け
た
償
却
資
産

に
係
る
特
例
措
置
は
、
政

府
・
与
党
の
税
制
改
正
大
綱

に
延
長
後
の
適
用
期
限
到
来

を
も
っ
て
の
廃
止
が
明
記
さ

れ
た
。
令
和
３
年
度
評
価
替

え
は
実
施
さ
れ
る
と
し
た
。

自
動
車
税
等
の
環
境
性
能

割
の
臨
時
的
軽
減
措
置
は
、

令
和
３
年
末
ま
で
延
長
さ
れ

る
一
方
、
減
収
分
は
全
額
国

費
で
補
て
ん
す
る
と
さ
れ
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行
制

度
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
な
ど

も
報
告
さ
れ
た
。

②
に
つ
い
て
、
一
般
単
独

事
業
債
は
、
前
年
度
比
９
１

７
億
円
増
の
２
兆
７
７
２
５

億
円
が
計
上
さ
れ
た
。
ま
た
、

起
債
対
象
事
業
の
拡
大
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
減
収

が
生
じ
る
７
税
目
が
令
和
２

年
度
に
限
り
減
収
補
填
債
の

対
象
税
目
に
追
加
さ
れ
た
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
は
、

令
和
７
年
度
ま
で
継
続
。
過

疎
対
策
事
業
債
は
前
年
度
比

約
３
０
０
億
円
増
の
５
０
０

０
億
円
が
措
置
さ
れ
た
。

③
に
つ
い
て
、
公
営
企
業

操
出
金
は
前
年
度
比
約
５
４

２
億
円
減
の
約
２
兆
４
４
０

０
億
円
、
公
営
企
業
事
業
債

は
前
年
度
比
約
６
９
３
億
円

減
の
約
２
兆
４
７
２
７
億
円
。

金子地方財政委員長
（美唄市）

お
知
ら
せ

旬
報
３
月
15
日
付
第

２
１
５
０
号
は
、
３
月

25
日
付
２
１
５
０
・
１

号
の
合
併
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
髙
橋
靖

銘
御
殿
場
市
議
会
議
長
）
は

２
月
16
日
、
第
47
回
定
期
総

会
を
書
面
で
開
催
し
、
令
和

３
年
度
活
動
方
針
、
高
速
道

路
建
設
・
整
備
促
進
等
に
関

す
る
決
議
を
決
定
し
た
。

活
動
方
針
は
、
重
点
目
標

と
活
動
方
法
の
２
本
柱
で
構

成
さ
れ
、
う
ち
重
点
目
標
で

は
、
高
規
格
幹
線
道
路
網

１
万
４
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
早
期
整
備
、
暫
定
２
車

線
区
間
の
早
期
４
車
線
化
な

ど
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
直
近

で
は
昨
年
10
月
18
日
、
東
京

外
か
く
環
状
道
路
本
線
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
起
因
し
た
陥
没

事
故
が
調
布
市
で
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
周
辺
住
民
の
安

全
確
保
対
策
、
予
防
保
全
等

に
よ
る
老
朽
化
対
策
の
重
要

性
を
改
め
て
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
重
点
目
標
の
実
現

に
向
け
、
８
項
目
か
ら
な
る

決
議
を
決
定
。
従
前
か
ら
引

き
続
き
要
望
す
る
▽
高
規
格

幹
線
道
路
網
１
万
４
０
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
早
期
整
備

と
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備

▽
財
源
の
確
保
▽
未
整
備
区

間
の
早
期
着
工
▽
暫
定
２
車

線
区
間
の
早
期
４
車
線
化
▽

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
一
層

の
整
備
促
進
―
の
ほ
か
、
新

た
に
▽
陥
没
事
故
等
の
発
生

予
防
対
策
▽
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を

活
用
し
た
防
災
拠
点
化
▽
激

甚
化
す
る
豪
雨
や
豪
雪
な
ど

自
然
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路

と
し
て
の
機
能
確
保
強
化
―

を
要
望
項
目
と
し
て
加
え
た
。

緊
急
輸
送
路
の
要
望
は
今
冬

の
大
雪
に
よ
り
発
生
し
た
大

髙橋高速協会長
（御殿場市）

規
模
な
車
両
滞
留
な
ど
を
踏

ま
え
た
も
の
（
決
議
詳
細
は

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）。

総
会
決
議
の
実
現
を
図
る

た
め
、
全
国
高
速
道
路
建
設

協
議
会
（
会
長
＝
村
井
嘉
浩

宮
城
県
知
事
）
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
し
つ
つ
、政
府
、国

会
、
各
政
党
、
関
係
国
会
議

員
等
へ
強
力
に
要
望
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
元

年
度
歳
入
歳
出
決
算
を
承
認

す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
に

向
け
、
会
議
・
要
望
活
動
日

程
、
予
算
を
決
定
し
た
。

元
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
は
、
監
事
の
杉
木
勉

七
尾
市
議
長
、
金
田
琮
仁
京

丹
後
市
議
長
、
清
水
宣
郎
松

山
市
議
長
に
よ
る
監
査
を
受

け
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
と
も

適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て

い
た
。

総
会
に
先
立
つ
２
月
15
日
、

会
長
市
で
あ
る
御
殿
場
市
の

議
長
交
代
に
伴
い
、
神
野
義

孝
前
会
長
に
代
わ
り
、
髙
橋

議
長
が
会
長
に
就
任
し
た
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
碧
南　
新
美
交
陽

	

（
２・５・18
）

▽
常
陸
大
宮　
小
森
敬
太
郎

	

（
２・８・11
）

▽
常
陸
太
田　
川
又
照
雄

	

（
２・９・18
）

▽
館
林　
野
村
晴
三

	

（
２・９・24
）

▽
輪
島　
西
恵

	

（
２・９・25
）

▽
富
里　
野
並
慶
光

	

（
２・９・25
）

▽
海
津　
服
部
寿

	

（
２・９・25
）

▽
桜
川　
小
高
友
徳

	

（
２・９・29
）

▽
稲
沢　
木
村
喜
信

	

（
２・９・30
）

▽
羽
曳
野　
松
井
康
夫

	

（
２・９・30
）

▽
守
山　
新
野
富
美
夫

	

（
２・９・30
）

▽
草
津　
西
田
剛

	

（
２・10・１
）

▽
胎
内　
天
木
義
人

	
（
２・10・２
）

▽
名
張　
常
俊
朋
子

	

（
２・10・２
）

▼
副
議
長

▽
延
岡　
中
城
あ
か
ね

	

（
２・５・８
）

▽
碧
南　
山
中
謙
治

	

（
２・５・18
）

▽
常
陸
大
宮　
黒
部
博
英

	

（
２・８・11
）

▽
安
芸　
長
野
弘
昌

	

（
２・９・17
）

▽
常
陸
太
田　
藤
田
謙
二

	

（
２・９・18
）

▽
八
潮　
金
子
壮
一

	

（
２・９・18
）

▽
館
林　
権
田
昌
弘

	

（
２・９・24
）

▽
小
牧　
小
島
倫
明

	

（
２・９・24
）

▽
輪
島　
森
正
樹

	

（
２・９・25
）

▽
海
津　
伊
藤
誠

	

（
２・９・25
）

▽
桜
川　
谷
田
部
由
則

	

（
２・９・29
）

▽
長
野　
西
沢
利
一

	

（
２・９・30
）

▽
稲
沢　
大
津
丈
敏

	

（
２・９・30
）

▽
羽
曳
野　
若
林
信
一

	

（
２・９・30
）

▽
守
山　
渡
邉
邦
男

	

（
２・９・30
）

▽
草
津　
小
野
元
嗣

	

（
２・10・１
）

▽
胎
内　
渡
辺
栄
六

	

（
２・10・２
）

▽
名
張　
荊
原
広
樹

	

（
２・10・２
）

▼
事
務
局
長

▽
稚
内　
中
川
徹

	

（
２・４・１
）

▽
に
か
ほ　
山
田
克
浩

	

（
２・４・１
）

▽
福
島　
横
田
博
昭

	

（
２・４・１
）

▽
大
町　
戸
谷
靖

	

（
２・４・１
）

▽
武
蔵
村
山　
小
林
真

	

（
２・４・１
）

▽
大
田
原　
櫻
岡
賢
治

	

（
２・４・１
）

▽
銚
子　
石
田
智
己

	

（
２・４・１
）

▽
志
摩　
山
下
雅
彦

	

（
２・４・１
）

▽
今
治　
秋
山
律
也

	

（
２・４・１
）

▽
嬉
野　
諸
井
和
広

	

（
２・４・１
）

▽
合
志　
狩
野
紀
彦

	

（
２・４・１
）

▽
指
宿　
川
路
潔

	

（
２・４・１
）

高
速
道
路
建
設
整
備
促
進

第
47
回
高
速
協
総
会

決
議
決
定

•
•
 •

 •
 •

 •
•



全 国 市 議 会 旬 報 第 2149 号（3）令和３年 3月 5日号

意
見
書・決
議
　
年
間
と
り
ま
と
め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

財
源
確
保・対
策
強
化
求
め
る

財
源
確
保・対
策
強
化
求
め
る

全
国
の
市
議
会
で
令
和
２
年
２
月
か
ら
３
年
１

月
に
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報

告
が
あ
っ
た
件
数
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
の
う
ち
、

件
数
が
多
か
っ
た
も
の
の
概
要
と
、
３
年
度
の
国
の

予
算
案
、
施
策
な
ど
を
掲
載
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
影
響

地
方
税
財
源
確
保

地
方
税
財
源
確
保

最
多
の
５
４
３
件
。

意
見
書
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
地
方
財
政
が
巨
額
の
財
源

不
足
に
陥
っ
て
い
る
と
し
て
、

①
一
般
財
源
総
額
確
保
、
臨

財
債
発
行
額
縮
減
、
償
還
財

源
確
保
②
地
方
交
付
税
の
総

額
確
保
③
地
方
税
の
減
収
補

填
措
置
実
施
、
減
収
補
填
額

対
象
税
目
の
地
方
消
費
税
を

含
め
た
弾
力
的
対
応
④
税
源

の
偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が

安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構

築
な
ど
⑤
固
定
資
産
税
の
見

直
し
の
不
実
施
、
償
却
資
産

に
係
る
特
例
措
置
の
廃
止
―

な
ど
を
要
望
。

令
和
３
年
度
一
般
財
源
総

額
は
、
水
準
超
経
費
を
除
く

交
付
団
体
ベ
ー
ス
で
前
年
度

比
０・２
兆
円
増
の
62
・
０
兆

円
が
確
保
さ
れ
た
ほ
か
、
地

方
交
付
税
（
出
口
ベ
ー
ス
）

も
比
０・９
兆
円
増
の
17
・

４
兆
円
を
確
保
。
臨
時
財
政

対
策
債
は
２・３
兆
円
増
の

５・５
兆
円
と
な
っ
た
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

特
例
措
置
が
延
長
後
の
適
用

期
限
到
来
を
も
っ
て
廃
止
さ

れ
、
令
和
３
年
度
の
評
価
替

え
は
実
施
さ
れ
る
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
強
化
等

対
策
強
化
等

意
見
書
２
２
６
件
、
決
議

32
件
の
計
２
５
８
件
。

①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
体
制

強
化
②
物
資
の
安
定
的
で
継

続
的
な
供
給
③
ワ
ク
チ
ン
の

早
期
開
発
・
製
造
、
治
療
法

の
確
立
④
医
療
機
関
へ
の
支

援
拡
充
⑤
中
小
企
業
や
小
規

模
・
個
人
事
業
主
等
へ
の
財

政
支
援
⑥
教
育
機
関
へ
の
支

援
⑦
地
方
自
治
体
が
実
施
す

る
対
策
へ
の
財
政
支
援
⑧
国

税
や
地
方
税
へ
の
十
分
な
財

政
措
置
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

政
府
の
令
和
２
年
度
第
三

次
補
正
予
算
で
は
、
医
療
提

供
体
制
強
化
の
た
め
の
緊

急
包
括
支
援
交
付
金
に
１
・

３
兆
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
１・５
兆
円
、

	 件　　名	 意見書	 決議

〇新型コロナウイルス感染症の	 543	 ―	
　影響に伴う地方財政の急激な
　悪化に対し地方税財源の確保	
〇新型コロナウイルス感染症の	 226	 32
　対策強化等
〇防災・減災・国土強靭化対策	 251	 ―	
　の継続・拡充
〇義務教育費国庫負担制度の堅	 189	 ―
　持・拡充	
〇少人数学級の実現	 143	 ―
〇不妊治療への保険適用の拡大	 131	 ―	
〇教職員定数の改善	 127	 ―
〇中高年の引きこもりに対する	 110	 ―	
　実効性ある支援と対策	
〇地方自治体のデジタル化の着	 75	 ―
　実な推進
〇令和３年度教育予算拡充	 63	 ―
〇犯罪被害者支援の充実	 59	 ―
〇住まいと暮らしの安心を確保	 57	 ―
　する居住支援の強化
〇新たな過疎対策法の制定	 51	 ―	
　【小計】	 2025	 32
〇その他	 1472	 224	
【総合計】	 3497	 256

令和 2年 2月から３年 1月に可決した意見書・決議の状況

※「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保」「新型コロナ
ウイルス感染症の対策強化等」「義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充」「少人数学級の推進」「教職員定数
の改善」「令和３年度教育予算拡充」のうち複数を求
める意見書をそれぞれに計上したため、意見書の合計
は小計、総合計の件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
整
備
に

０・６
兆
円
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
・
抗
原

検
査
の
実
施
等
に
６
７
２
億

円
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
等

へ
の
資
金
繰
り
支
援
に
３
・

２
兆
円
が
計
上
さ
れ
た
。

防
災
防
災
・・
減
災
減
災
・・
国
土
強
靱
化

国
土
強
靱
化

対
策
の
継
続
・
拡
充

対
策
の
継
続
・
拡
充

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
・
拡
充

制
度
の
堅
持
・
拡
充

全
１
８
９
件
。
ま
た
、
多

く
の
意
見
書
が
併
せ
て
少
人

数
学
級
の
推
進
、
教
職
員
定

数
の
改
善
、
令
和
3
年
度
教

育
予
算
拡
充
な
ど
を
求
め
た
。

令
和
３
年
度
文
部
科
学
省

予
算
で
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
金
は
前
年
度
か
ら
57
億

円
減
の
１
兆
５
２
２
１
億
円

と
な
っ
た
。

全
２
５
１
件
。

①
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊

急
対
策
」
の
更
な
る
延
長
と

拡
充
等
②
地
方
自
治
体
が
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
に
基
づ

き
実
施
す
る
対
策
に
必
要
な

予
算
の
総
額
確
保
③
地
方
自

治
体
が
国
土
強
靱
化
地
域
計

画
に
基
づ
き
実
施
す
る
イ
ン

フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
必
要
な

予
算
の
確
保
④
災
害
復
旧
・

災
害
関
連
予
算
の
確
保
や
補

助
対
象
の
拡
大
、
国
土
強
靱

化
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す

る
措
置
―
な
ど
を
求
め
た
。

昨
年
12
月
、「
防
災
･
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
▽
激
甚
化

す
る
風
水
害
や
切
迫
す
る
大

規
模
地
震
等
へ
の
対
策
▽
予

防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
へ
の
転
換
に
向
け
た

老
朽
化
対
策
の
加
速
▽
国
土

強
靱
化
施
策
を
効
率
的
に
進

め
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
―
な
ど
に
つ
い
て
更
な

る
加
速
化・深
化
を
図
り
、令

和
７
年
度
ま
で
の
５
か
年
に

追
加
的
に
必
要
と
な
る
事
業

規
模
等
を
定
め
、
重
点
的
・

集
中
的
に
対
策
す
る
と
し
た
。
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